
横浜市立 本宿小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

人権教育
「居心地の良い学校づくり」を目指す。
①横浜プログラムを定期的に取り入れ、安心できる人間関係づくりや自己肯定感を高めることにつなげる。
②人権教育の充実をはかる。③SOSが出せているかなど、児童の様子を丁寧にみとる。

担当 児童理解・道徳部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

　『本物宿せ！本宿小』
◇　主体的に探究し、考える力を育てます。（知）
◇　自分や相手のよさを見つけ、多様性を尊重し合う心を育てます。（徳）
◇　体を動かすことを楽しみ、健康・体力を高めようとする態度を養います。（体）
◇　地域の人から学び、わがまちをよりよくしようとする心を育てます。（公）
◇　夢や目標をもって、持続可能な社会を創造しようとする態度を養います。（開）

（１）豊かな心に関わる児童の実態
○学校のきまりを守って生活しようという気持
ちをもつ児童は多い。
○校内や、登下校時の挨拶や地域の方への
挨拶には消極的である。
○自己有用感の低い児童、傷つきやすい児
童が各クラスにいる。（YPアセスメントより）
○異学年交流や集団登校班で異学年との交
流があり、高学年が育つ仕組みがある。

人とのかかわりを重視し、豊かな人間関係を築くとともに、一人ひとりの児童の自己有用
感を育み、自他を大切にする心を育てます。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○子どもの社会的スキル横浜プログラムを活用し、人とのかかわりを増やし、自己
有用感を育てたり、自他を尊重する態度を育てたりする。
○道徳科の授業の充実。児童の実態に合わせた課題を設定し、適した教材を作
成して学年で共有しながら、自分事として考えられる授業を目指す。
○異学年交流の充実。本宿小ラリー等の行事や縦割り活動を通して、高学年が自
覚と責任をもって行動できる実践力や主体性、異学年との協力や思いやりの心を
育てる。教室をペア学年が近くなるように配置し、日常的な交流を目指す。
〇特別支援教育の充実。全職員で支援の必要な子どもたちを支える体制をつく
る。また、外部講師による講演会や研修会を通して児童理解、特別支援教育への
職員の理解を深める。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

＜自分づくりに関する力＞
（自分自身を高めていく力）

具体化した資質・能力

課題を設定する力
調べたり試したりしてやってみようとする力
他者と関わりながら解決しようとする態度
多様性を認めようとする態度

下
半
期

○下半期も子どもの社会的スキル横浜プログラムを実施、活用し、上半期との変
化を分析し、自分づくり、仲間づくり、集団づくりに生かす。
○異学年交流やその振り返りの充実。本宿小ラリーを経験を活かし、スマイルス
ポーツフェスティバルを通して、高学年が自覚と責任をもって行動できる実践力や
主体性、異学年との協力や思いやりの心を育てる。
○確かな人権感覚・意識の育成。人権月間を通して人権について意識し考える時
間をつくり、人権教育の充実を図る。

中期取組目標
家庭・地域・諸機関と連携・協働したり、情報機器を活用したりして、主体的・対話的で深い学びを目指します。
・本物体験とICT活用を充実させ、主体的に学び、思考力・判断力・表現力を育てます。
・学級活動や縦割り活動、道徳・人権教育を充実させ、多様な他者と自己を尊重する心を育みます。
・健康の大切さを学び、主体的に運動し、生活習慣を整えようとする態度を養います。
・保護者・地域・諸機関・ボランティアとの連携・協働をより充実させ、主体的・対話的に学ぶ態度を養います。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
・学年研で教科・単元についての教材研究、個に応じた指導をさらに充実させる。・研修、公開（オープン）授業な
どを通して、本宿小の児童の実態に合った単元開発や指導計画の作成に努めるとともに、助言し合いながら指導
の改善を図る。・ICT活用、体験を通した他者との対話の場づくりにより、児童が学習意識を高めていけるようにす
る。

健康教育
①学習や生活習慣の改善のため、家庭と連携し、学校保健委員会での取組を充実させる。②進んで運動を楽し
む子の育成のため、本宿体操等の活動に継続して取り組む。

担当 学力向上・授業力向上委員会 担当 体育・保健部

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

①　学年研の充実　各学年の取り組み振り返りと後期の手立てづくり
②　研修の充実・・・「Myテーマ」での公開授業を引き続き行う。「誰もが参加しやす
いユニバーサルデザインの授業」について、夏季休業中の校内研修、小中一貫の
授業公開、メンター研で取り組み、特別支援の観点での授業づくりについて考えて
いく。
③　本物体験
④　自己学習力を高めるICTの活用
⑤　児童の意識の変化を「ふり返り」を通してみとる。次年度へ向けての課題設
定。

下
半
期

○スマイルスポーツフェスティバルに向けての練習で仲間と力を合わせ
て運動することの楽しさに気づけるようにする。
○全７段階の「なわとびカード」を使用し、スモールステップで力の高ま
りを実感できる機会を儲ける。また、本宿体操の時間も活用し、新しい
技ができることの嬉しさを多くの児童が味わえるようにする。

(1)児童の実態＜学力＞
・横浜市学力学習状況調査の調査にお
いて、特に4学年以上の高学年におい
て学力・生活意識・学習意識が横浜市
平均を下回っている。

（2）これまでの本校の取組状況
　令和３、４年度は「各教科・領域のカリ
キュラム」作成や授業を通しての修正を
行ってきた。日々の授業に重点を置き、
各学年で身に付けたい資質・能力を明
らかにしながら授業改善を進めた。

児童が「主体的・対話的に学び続けられる」授業づくり
児童の「多様性を尊重する心を育てる」授業づくり

（１）健やかな体に関わる児童の実態
〇横浜市体力・運動能力調査では、、「朝ごはんを毎
日食べている」児童の割合は高いが、食べてこない児
童も一定数いる。〇１日のパソコン（タブレット型を含
む）・携帯電話・ゲーム機の視聴時間では、学年が上
がるにつれて視聴時間は長くなっている。特に高学年
では１日に３時間以上見ている児童数が３０％程度い
る。〇「睡眠時間」が６時間以上とっている児童が８
０％以上だが、中学年より上の学年から、６時間未満
になっている児童が一定数いる。

（２）これまでの学校の取組状況
○体育委員会が中心となって、本宿体操に取り組ん
できた。○子どもたちが主体となり、体力・健康に関す
る興味をもちながら進めるスマイルスポーツフェスティ
バルをつくり上げてきた。○パワーアップ月間では、
体育委員会の児童を中心に活動を進め、長距離走や
長縄などの運動に取り組んできた。○栄養職員、養
護教諭と連携した授業を実践してきた。

○自分の生活や身体のことについて気づいたり、見直したりする活動を取り入れていく。
○体を動かすことの心地よさや、自分自身の身体への気づきを促す。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

①　学年研の充実・・・教材研究と個に応じた指導（児童理解）を充実させる。各学
年で目指したい資質・能力の育成を図るとともに各学年の取り組みを学校全体で
共有する機会を設ける。
②　研修の充実・・・自ら問いを見つけ進んで課題解決を図る楽しさを味わい学習
意識を高められる授業づくりを目指して、研修を計画する。教職員各自が「Myテー
マ」を設定して公開授業を行い、教職員の学び合いを高める。
③　本物体験（身に付けた能力を発揮する場面、魅力ある人材、地域材との関わ
りなど）・・・意図的に他者との対話の場を設定し、聞いたり対話したりすることを通
して、主体的に課題解決を図ったり学習意識を高めたりすることができるようにす
る。
④　自己学習力を高めるICTの活用・・・自宅での家庭学習と授業とのつながり（端
末持ち帰り試行）、学習困難な児童への手立てについて検討していく。

上
半
期

○体を動かすことの心地よさや、自分自身への身体への気づきを日々の学習の
中でもできるように、学習カードなどを使いふり返る機会をなるべく多く設ける。
○体を動かす機会を増やすため、パワーアップ月間の活動を体育委員会中心に
企画・運営していく。
○横浜市体力・運動能力調査や健康診断の結果を児童自身がふり返る時間を設
定し、基本的な生活習慣を見直すきっかけをもてるようにする。
○体力テストに取り組み、結果を地域や保護者に知らせる。（実際は後期）
〇朝モジュールの時間を利用して、週１回、高学年と低学年に分けて体操を行い
基礎体力を養うとともにスポフェスに向けての体力づくりに取り組む。
〇学校保健委員会を通して、けがをしない体づくりに取り組む。

（２）これまでの学校の取組状況

○学校生活についてのアンケートを年２

回行い、学級や児童の多面的な理解につ

なげた。 ○きいて、き

いて月間を設定し、アンケートで気になる

児童の話を聞き、個々の児童をみとれる

ようにした。

○人権月間を設け、各学年に応じた人権

に関わる授業を行い、伝え合って振り返

る機会にした。

新体力テスト総合評価の比較


